
同窓会等寄附金に基づく
「緊急コロナ特別奨学金」の新設について

　未曾有の事態に直面し、日々の生活に影響を受けられている皆様におかれましては、心よりお見舞い
申し上げます。
　このたび、本学各同窓会等のご支援の下、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による生計維持
者の収入や学生本人のアルバイト収入の減少等により、経済的に困窮している学生を支援するため、
「緊急コロナ特別奨学金」（給付型）を新設し、給付を開始いたしました。
　本特別奨学金は、本学各同窓会の呼びかけにより開始された「コロナ対策学生応援プロジェクト」～
「コロナで夢を諦めさせない」をスローガンに、生活に困窮している学生を支援するためのプロジェクト
～へ寄せられた寄附金に基づき給付されるものです。

1 .  給付額

一人あたり 100,000円 ※特に困窮が認められる場合には200,000円を限度として増額する場合があります。
※給付型ですので返還の必要はありません。

日本学生支援機構奨学金第一種奨学金の家計基準を参考として選考を行い、採用人数は寄附金額の範囲内とします。

3 .  選考方法・採用人数

緊急コロナ特別奨学金

（3）2020年4月開始の「国の高等教育修学支援新制度」を受給していない者

以下の（1）～（3）すべてに該当する方とします。

（1）本学に在籍する正規の学生 ※休学中の者を除く。

2 .  申請対象者

a）給与所得者　　841万円以下
b）給与所得以外　355万円以下
※給与所得とそれ以外の所得の両方がある場合は、合計額が841万円以下であり、かつ給与以外の所得も355万円以下であること

（2）新型コロナウイルス感染拡大の影響によって生計維持者の収入や学生本人のアルバイト収入の減少等に
より、経済的に困窮している学生、または困窮が見込まれる学生で、家計等収入が次のいずれかの基準を
満たすことが見込まれる者

寄附額と給付実績 ● 寄附金額／40,804,000円　　● 給付学生数／114名 ※ともに、1月末日現在

新型コロナウイルス感染拡大により、経済的に厳しい環境に置かれることとなった学生を支援するた
め、今後も「コロナ対策学生応援プロジェクト」を継続いたします。支援を必要とする学生へのご支援を
引き続きよろしくお願い申し上げます。
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本学が、文部科学省「私立大学等改革総合支援事業」
（タイプ3：地域連携型）に選定されました。

「コロナ対策学生応援プロジェクト」寄附への御礼

北海道医療大学 学長 浅香 正博

　昨年は、全く予期していなかった新型コロナウイルス感染症のために北海道医療大学の卒業式ならびに入

学式が中止となり、全学休講の状況が連休明けまで続き、その後、オンラインによる授業が開始されました。学

生の皆様が支障なく、オンライン授業に取り組むことができるよう、北海道医療大学、歯科衛生士専門学校で

学ぶ全ての学生に対して、オンライン授業等の学習環境整備も含めた自宅学修支援金として一人当たり一律

に5万円を支給いたしました。

　この大変な時期に合わせて各同窓会から北海道医療大学のコロナ対策学生応援プロジェクトに多大な寄

附をいただきました。これを原資に緊急コロナ特別奨学金（給付型）を新設し、経済的に困窮している学生を

支援致したいと考えております。本特別奨学金は、本学各同窓会の呼びかけにより開始された【「コロナ対策

学生応援プロジェクト」～「コロナで夢を諦めさせない」をスローガンに、生活に困窮している学生を支援する

ためのプロジェクト～】へ寄せられた寄附金に基づき給付されるものです。このような同窓会からの寄附につき

ましては、大学を代表して心から謝意を表したいと思います。さらにこの寄附は大学からの要請に基づくもの

ではなく、同窓会の自主的な決断によるものであることに私自身、大変感動いたしております。コロナウイルス感

染症が一日も早く収束し、大学の状況が平常に戻ることを祈念するとともに、緊急コロナ特別奨学金を学生へ

の支援に役立たせるように計画を立てていきたいと思っております。

お問い合わせ 北海道医療大学 学務部学生支援課 緊急コロナ特別奨学金 担当
shien@hoku-iryo-u.ac.jp　　　　0133-23-1095MAIL TEL

　「私立大学等改革総合支援事業」は、地域社会の発展に寄与に取り組む大学等、または大学間、自治体・産業界

等との連携のための大学改革推進に取り組む大学等を重点的に支援するものです。本学は、令和2年度私立大学

等改革総合支援事業のうち、タイプ3：地域連携型に選定されました。当別町との連携、学生の地域ボランティア活

動、そして、地方自治体や地元産業界における公開講座の実施等が評価されました。今後も研究・教育活動を通じ

て、地域社会の発展に寄与してまいります。
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